
２０１７（平成２９）年度 事業報告書 

社会福祉法人山鳩会 

あきつの園 

１．理念・方針 

（１）法人理念 

  ①障がいがある人に… 

   自分の持っている力を発揮しながら、普通の生活を営み、自らが社会に価値のあるもので

ある事に気づき、自己実現していけるよう支援する。 

②障がいがある人の家族に… 

 障がいがある人への思いを受け止め、それを実現していく。 

③援助者には… 

障がいがある人と共に歩みつつ、自己実現を図るために必要なサービスを提供し、常に向

上的である人材に育てる。 

④地域の方に… 

   共に生きていく環境を実現するために、お互いにメリットのある関わりを築いていく。 

 

（２）中期目標 

   利用者の幅広いニーズ把握をし、家庭も含めた地域での総合支援計画を構築する。 

   一人暮らし、グループホームの方々への支援、送迎体制の確立等。 

   あきつの園の修繕計画を進める。 

  ・あきつの園改修工事は３０年度秋頃に完成予定。今後、高齢の保護者との生活を鑑みて、  

グループホームの利用を検討する。 

 

（３）基本方針 

  ①利用者、保護者に対しての姿勢、対応の重視、誠意を示し信頼関係の構築。 

  ・日々の支援の中で、小さな課題も見落とさないようにコミュニケーションを大切にし、保護

者に対しても家庭の状況を把握し、支援に活かせました。 

  ②安定した作業の提供「流汗同労」。 

  ・一部改修工事の関係で、難しい作業もありましたが、既存の作業の拡大で、例年並みの維持

継続が可能になりました。 

  ③メリハリのある楽しい生活が送れるようにする、行事やクラブ・サークル活動の充実。 

  ・行事、クラブ活動の充実を図る為に、地域の方々も含め色々な取り組みをしました。 

  ④安心・安全な環境整備の構築、園内の整備をし、有効的に使用する。 

  ・安全配慮を第一に、移転先でも整理整頓に心がけました。 

  ⑤人権を擁護し、心の通った支援、侵害・危害から利用者を守ります。 

  ⑥個性・特性を大事に、良い面を認め、受け止める支援。 

  ⑦ゆとりと安らぎを基本としながらも現有能力を高め、潜在能力・残存能力を引き出す。 

  ・多種多様な作業の中で、一人ひとりの潜在能力を高め、挑戦しましたが、思考を変えて次年

度も向上を目指したい。 



２．施設概要 

（１）施設種別  指定障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 

（２）利用定員  ４０名（現利用者数：４２名） 

（３）開所年月  平成２４年４月 

（４）施設規模  敷地面積  ６８５．０７㎡ 

         延床面積  ５１８．６４㎡ 

         建物構造  鉄筋コンクリート造（地上２階地下０階建て） 

         賃貸区分  （土地）市所有   （建物）所有 

＊平成２９年１２月１日より社会福祉センター利用 

         敷地面積  ２００９．７５㎡ 

         延床面積  ５７３．６９㎡ 

         （社会福祉センター全体 １５６９．６６㎡） 

         建物構造  鉄筋コンクリート造（地上２階地下１階建て） 

         賃貸区分  賃借 東村山市より一部使用許可 

 

３．職員構成 

（１）雇用契約あり 

職  種 配置人数 

管理者  １名 

サービス管理責任者 １名（兼務） 

支援員   （常勤職員） ６名（産休 1名） 

保育士   （常勤職員） ０名 

調理員   （常勤職員） ０名 

事務員   （非常勤職員） １名 

支援員   （非常勤職員） ７名 

保育士   （非常勤職員） ０名 

調理員   （非常勤職員） ０名 

看護師   （非常勤職員） ０名 

理学療法士 （非常勤職員） ０名 

作業療法士 （非常勤職員） ０名 

合  計     １５名 

（２）嘱託 

 医師    （４回／年）      １名 

 看護師   （４回／年）      ０名 

 理学療法士 （１回／月）      １名 

 作業療法士 （２回／月）      ０名 

 リラクゼーション （１回／月）      １名 

合  計      ３名 

 



４．利用者状況 （Ｈ３０年４月１日現在） 

（１）障害程度 

 １ ２ ３ ４ 未定 合計 

愛の手帳 １名 １４名 １６名 １１名 ０名 ４２名 

身障手帳   ６名（重複） ６名 

精神保健手帳 １名（重複） １名 

  ※身障手帳・精神保健手帳と重複 

 

（２）年齢構成  （平均年齢 ３７．６歳） 

 19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上 合 計 

男 １名 ９名 ８名 ７名 ３名 １名 ２９名 

女 ０名 ４名 ３名 １名 ３名 ２名 １３名 

合計 １名 １３名 １１名 ８名 ６名 ３名 ４２名 

最低年齢  男…１９歳 女…２３歳     最高年齢  男…６０歳 女…６３歳 

平均年齢  男…３５．９歳   女…４１．４歳 

 

（３）担当福祉事務所 

東村山市 東久留米市 練馬区 足立区 入間市 清瀬市 所沢市 合 計 

３０名 １名 ２名 １名 １名 ５名 ２名 ４２名 

 

（４）障害程度区分 

区分 ２ ３ ４ ５ ６ 未定 合計 

人数 ５名 １１名 ６名 １名 １名 １８名 ４２名 

 

（５）利用状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

入所者 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ 

退所者 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ 

月末数 ４４ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４３ ４２ ４２ ４２ ５１４ 

延べ日数 ９６８ ９８９ ９４６ ９８９ ９８９ ９４６ ９４６ ９４６ ９８９ ９６６ ８４０ ９６６ １１４８０ 

延べ人数 ８７３ ８７７ ８６３ ８４０ ８００ ８３３ ８５４ ８１４ ８４１ ８００ ７３３ ８３２ ９５９７ 

出席率（定員） 99.5 94.7 97.6 98.7 94.7 98.5 93.8 92.5 91.8 90.8 97.9 96.7 95.5 

出勤率(現員） 94.8 90.2 93 91.8 88.1 91.6 91.5 88.1 87.5 86.4 93.2 92.1 90.6 

 

５．日課 

（１）月～金曜日（前期あきつの園活動・後期福祉センター活動） 

時間 内容 

8：25～  登園・職員打ち合わせ・送迎 

8：45～9：00 朝礼・ウォーキング・体操 



9：00～12：00 作業・ストレッチ・園内清掃（途中１０分休憩） 

12：00～13：00 昼食・昼休み・個別相談・連絡ノート記入 

13：00～15：30 作業・ストレッチ・食堂清掃（途中１０分休憩） 

15：25～ 

15：30～15：45 

送迎 

園内清掃 

15：45～ 終礼・退園・職員打ち合わせ・他 

（２）土曜日 

   8：25～ 登園・職員打ち合わせ・送迎 

   8：40～11：20 朝礼・体操・作業・個別相談・連絡ノート記入 

   11：20～11：30 掃除 

 11：30～ 

11：30～ 

昼食・送迎 

昼食・終礼・退園・職員打ち合わせ・他 

  ※状況により変更あり。基本的に作業ですが、レクレーション行事を行う事もあります。 

 

６．重点目標 

（１）作業・就労活動 

① 事業所内活動                                                （単位：円） 

作業名 受注・納品先 作業内容 稼働数 参加者 平成２８年度収入 平成２９年度収入 

受  注 鈴木紙工 

 

ショッピングバック 

作成他 
週５日 全員 １，２２８，７０４ １，３９６，４０９ 

清掃事業 東村山市・西武・

武蔵野公園・佛眼

寺・宝泉寺・他 

 

ゴミ拾い・落ち葉掃き・

トイレ掃除・ゴミ捨て・

他 

月２０回

以上 
数名 ５，５８６，４９９ ４，８５８，６２６ 

木  工 国立博物館・正福

寺地蔵堂・都庁・

他 

木工製品の作成・販

売 
週５日 数名 ２，９６３，５９３ ２，５９５，２２５ 

回収事業 三栄サービス 資源回収 週５日 数名 １，１０７，１３３ １，５９０，０２６ 

その他事業 ぱど・市内・他 ポスティング・他 年数回 数名 １３８，９２６ ２７１，０３２ 

拠点区分間 法人内 木工製品・他 不定期 数名 ２９，８００ ３，０００ 

小 計① １１，０５４，６５５ １０，７１４，３１８ 

パート・アルバイト                                               （単位：円） 

 受入先 作業内容 稼働日 参加者 平成２８年度収入 平成２９年度収入 

パート契約 白十字ホーム 施設内清掃 週３日 ３名 ２５９，５２０ ２３２，１１０ 

パート契約 万寿園 施設内清掃 週３日 ２名 ９０６，０２３ ９２９，１９０ 

パート契約 （株）いなげや 青果・雑用 週５日 １名 ９９８，５４８ ９４６，３５５ 

パート契約 セブンイレブン 陳列・掃除・他 週２日 １名 ０ ３７，７３２ 

小計② ２，１６４，０９１ ２，１４５，３８７ 

合計①+② １３，２１８，７４６ １２，８５９，７０５ 



工賃支払実績                                                   （単位：円） 

 総額 平均額 最高額 最低額 パート・アルバイト 

４月 ７７６，９７０ １７，６５８ ４４，４７０ ７，５１０ １７６，８３３ 

５月 ６８５，１３０ １５，９３３ ４０，０００ ６，９１０ １７１，１０９ 

６月 ６０３，７４０ １４，０４０ ３２，８２０ ７，２７０ １９７，９４５ 

賞与 ４６５，６２０ １０，５８２ ２３，８８０ ３，７９０ ０ 

７月 ６３２，６９０ １４，７１３ ３７，７７０ ６，５１０ １７９，７８６ 

８月 ６１５，６００ １４，３１６ ２７，４００ ５，３００ １７８，６８４ 

９月 ６４９，８９０ １５，１１４ ３７，０１０ ６，１４０ １７０，２７８ 

１０月 ６８７，４７０ １５，９８８ ３７，６００ ５，９６０ １６９，７９１ 

１１月 ６７０，９５０ １５，６０４ ４０，０５０ ７，１５０ １９０，０７４ 

１２月 ６６７，７３０ １５，５２９ ３９，８６０ ６，３４０ １９９，６８７ 

賞与 ４２８，４４０ ９，９６３ ２１，３４０ ４，７７０ ０ 

１月 ６２１，８４０ １４，８０６ ３７，９７０ ６，１００ １６４，６８８ 

２月 ５９４，５３０ １４，１５５ ３７，２９０ ３，０００ １７１，８７４ 

３月 １，００３，９８６ ２３，９０５ ６５，４３６ ３，０１０ １７４，６３８ 

合計 ９，１０４，５８６ ２１２，３０５ ５２２，８９６ ７９，７６０ ２，１４５，３８７ 

平均 ６５０，３２７ １５，１６５ ３７，３４９ ５，６９７ １７８，７８２ 

※パート・アルバイトについては本人へ直接支給される。 

①目標平均工賃 ２５，０００円（アルバイト収入含む） 

  ②個々のニーズ、特性にあった作業を提供し、潜在能力、残存能力を引き出す。 

  ③正確な作業をこなすことで、契約業者と信頼関係を構築し、安定した作業の依頼を受ける。 

  ④園内の係活動を生活に活かせるように、責任を持ってきちんと行う様支援する。 

  ・２９年度は、新規に３名のパート採用が出来ました。現在、就労中の方の定期的な訪問を実

施し、課題を確認しながら継続出来るようにしました。 

・改修工事の関係上、一部作業に影響は出たが、安定した作業を提供しながら、既存の作業の

拡大をし、一人ひとりの潜在能力を引き出す事が出来ました。 

  ・園内の係活動は、移転後も利用者自身が役割を認識し責任を持って取り組めました。お互い

に支え合う気持ちが持てました。 

  ・作業全体で、固定した作業種に利用者が関わっているので、更に、幅を広げていけるように

したい。 

 

自主生産品販売活動状況   

日  内   容  場  所  参 加 利 用 者 数  

４/２９  緑の祭典  中央公園  ２  

５/２８  ふるさとカーニバル  秋津神社  ２  

６/１２  菖蒲まつり  北山公園  ８  

１０/２２  白十字 フリーマーケット  白十字ホーム  ２  

１１/３  地蔵まつり  正副寺  ３  



（２）健康・衛生 

  ①規制されることの少ない基本的な生活（食事・衣料・医療など）が継続できるように、日常

生活の改善を図る。 

  ②薬剤師等による服薬や副作用等の講習、相談。歯科衛生士講習会。 

  ③健康診断、体重・体脂肪測定を定期的に行い、利用者の健康状況の把握し、家庭や寮などと

のデータの共有を図り、必要な機関への情報提供など早期対処を行う。 

  ④日課中に、ウォーキング、ストレッチや身体を動かせる機会を取り入れる。 

  ⑤健康に関しての個別のアドバイス、徹底した手洗い、うがいと園内の消毒を定期的に行う。 

 ・健診後の内科相談も直接、医師からのアドバイスがあり、家庭への周知がしやすくわかりやす 

い。 

・薬剤師の講習は実施出来ず、歯科講習、元救急救命士による救急処置講座を開催しました。 

 ・検診、体重測定等の情報は共有出来たが、体重減には至らなかった。健診結果を基に通院の 

足掛かりには繋がりました。家庭との連携で食事の改善を望みたい。 

 ・ＰＴ指導の基、日課にストレッチを取り入れ行ったが、全体的な運動プログラムが実施出来な

かった。 

 ・徹底した手洗い、うがい又、毎日の消毒、空気清浄器等を用いる事で大きな感染症は発症しま

せんでした。 

 

嘱託医相談   内科 （むらせ医院奥平医師 ）  ５・８・１１・３月  

理学療法 （  PT）  ５・７・９・１１・１・３月  

健康診断  あきつの園 （白 十字病院健診車 ）  ７/４・１１  

子宮がん検診  白十字病院  ５/９・２３  

内 科 検 診 （検 診 結 果 ）  あきつの園 （白 十字病院 ）  ８/１  

歯科検診  あきつの園 （折 笠歯科医他 ）  １/２５  

インフルエンザ予 防 接 種  あきつの園 （むらせ医院奥平 D ｒ ）  １１/１６（相 談日に実施 ）  

体 重 測 定 、体 脂 肪 測 定  あきつの園  毎月第 ３水曜日  

リラクゼーション  西洋館秋津店  毎月最終水曜日  

 

（３）家庭・地域生活 

①地域生活を円滑に過ごす為に、社会資源を十分活用し、情報提供を行い又、ヘルパーの活用、

短期入所の利用を進めることで、自立に向けた支援をして、施設に通い続けていけるように

する。 

  ②社会生活を円滑に営むためのスキルの獲得や知識・情報提供をし、興味関心事を増やし、自

分の生活に取り込めていけるような工夫を行い生活に取り入れる。 

  ・福祉サービスの情報を提供すると共に、関係者会議、ヘルパー利用、短期入所等を進めるこ

とで、施設に通えることが出来ました。個々の個別訪問も実施しました。 

   保護者の年齢等を考えると、グループホームの利用で地域生活を続けることが望ましい。 

  ・セミナー等で普段の生活ではできないような体験が出来ました。今後、内容を変えながら日々

の生活に取り込めように進めます。 

  ・実際に近隣のお店を活用して、現実的な取り組みを実施していきたいです。 



〈買 い物 ・他  サービス実績 〉  

日時  参加人数  実施場所  

５／２６  １５名  しまむら秋津店 ・ユニクロ東久留米 クルネ店  

９／２８  １３名  しまむら秋津店 ・ユニクロ東久留米 クルネ店  

３／１  １２名  しまむら秋津店 ・イトーヨーカ堂東村山店  

 

（４）給食 

  ①「楽しく食べる」を基本とし、カセットコンロやホットプレートを用いたメニューや選択メ

ニューを実施する。 

  ②利用者の健康状態に基づき、可能な限り個別の希望に応じ、献立、食事時間など家庭、医療

機関との連携を図る。 

  ・福祉センター移動後もスムーズに食事提供が出来ました。 

  ・カセットコンロやホットプレートを用いた個別の昼食が実施出来ませんでした。 

  ・業者との定期的な会議を実施し、個別の要望を出来るだけ取り入れながら、可能な限り答え

ています。 

  ・バランスのとれた食事、個別のアレルギー等の禁食対応も配慮して提供しました。 

③ 栄養基準量（荷重平均値） 

 
熱 量 蛋白質 炭水化物 脂 肪 カルシウム 

ビタミンｍｇ 

Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 

計画 804kcal 29.0g 100g 23.8g 258mg 0.47mg 0.53mg 38.0mg 

実績 669kcal 25.0g 98g 18.1g 115mg 0.40mg 0.30mg 36.3mg 

 

（５）自治会活動 

  ①話す（意思を伝える）・聞く（受け入れる）・考える（決める、方向性を出す）が利用者自身

で行えるよう必要最小限のアドバイスを行い、主体的な活動となるよう支援する。 

  ②毎月開催とし、テーマによって、全体会、グループ別と手段を分けて実施する。 

  ③「楽しみ・生きがい・実現する」 

 仲間、職員、地域、社会とのつながりを感じ、生きる喜び、働く楽しみを見いだす。 

自分がどのような人生を送りたいか考え、形にしていく。 

  ・月に１回の自治会は出来ませんでしたが、朝礼等で、個別の意見を聞き入れる機会を設けま

した。 

  ・パート就労者の懇談会は他の業種の話が聞け、好評でした。法人全体での話し合いを設けて

いきたい。 

〈実 施 状況 〉  

実施日  形  態  テーマ  

４/２０  対象者のみ  パート懇談会  

４/２１  全体会  グループ外出意見集約  

６/２７  対象者のみ  パート懇談会  

１０/３１  全体会  運動会について  

１１/２０  全体会  係活動について・クリスマス会 について  



１２/１３  全体会  事業所移転後に利用者同士で仲良 くできる事  

１/２０  全体会  福祉センターでの注意点  

１/２４  対象者のみ  パート懇談会  

 

（６）行事 

① クラブ活動 

ＤＶＤ鑑賞 あきつの園 食 堂 ・福 祉 センター２Ｆ・所 沢 レッツシネパーク  １０回  

音楽 カラオケファンタジー新 秋 津 駅 前 店   １０回  

スポーツ ラウンドワン朝 霞 店 ・久 米 川 ボウル・航 空 公 園  １０回  

外出 越 谷 レイクタウン・昭 和 公 園 ・多 摩 六 都 科 学 館 ・他  １０回  

お風呂 お風 呂 の王 様 ・テルメ小 川 ・湯 楽 の里 ・埼 玉 スポーツセンター  １０回  

①半年に１回、希望種目の変更をする。 

②希望する方に、合唱、手芸、美術などを年数回程度提供していく。 

  ③日常家庭では困難なことを施設で実現し、生活に活かせるようにする。 

  ・各担当者が、工夫を凝らし、個別のニーズに合わせて実施出来ました。 

  ・施設行事での発表する機会も出来ました。 

② 年間行事 

日付 内容 場所 目的 人数 

４／３ 入所式・歓迎会 あきつの園 入所利用者、職員の紹介 ５１名 

６／８～６

／９ 
宿泊旅行 

ディズニーラン

ド方面 
歴史文化にふれ、非日常の場面を楽しむ １８名 

６／２１～

２３ 
宿泊旅行 

群馬・長野・山梨

方面 
歴史文化にふれ、非日常の場面を楽しむ ３１名 

８／９ 暑気払い あきつの園 
利用者・保護者・職員の親睦を深め四季を

楽しむ 
７９名 

１０／２８ あきつ祭 あきつの園 地域交流及び、保護者との交流会 ９０名 

１１／３ 大運動会 八坂小学校 
法人全体行事、学齢部、関係機関、他事

業所、保護者との交流及び、運動 
７５名 

１２／２５ クリスマス会 あきつの園 日頃の労を労い、楽しむ ５４名 

１／１４ 成人を祝う会 中央公民館 
法人全体行事、人生の節目として成人を

祝う及び、勤続を祝う 
５２名 

１／２５ 新年会 あきつの園 
一年の始まりを祝う、新年の挨拶、抱負、

書初め、絵馬作成 
５６名 

３／２３ バスハイク 神奈川県箱根 一年を振り返る ６６名 

③グループ別外出 

月 日 場所 参加人数 

８月２４日 ウルトラマンフェスティバル   ７名 

９月１４日 原宿散策   ８名 

９月２９日 秋葉原散策   ６名 



１０月１３日 秩父湯元 武甲温泉  ２１名 

１月３１日 動物カフェ   ８名 

④特別活動 

実施日 項目 実施場所 

８／２・２３ アイシングクッキー あきつの園食堂 

１１／２２ 臨床美術（かぼちゃの置物） あきつの園食堂 

 

７．防災訓練 

①災害時の利用者の安全を図るため、防災計画に基づき、月 1回の防災訓練を行う。 

  ②地元自治会と協力し、非常時の対応に備える。 

  ③救急救命士による講習会 

避難誘導訓練  あきつの園  毎年実施  １０/２５-自衛消防訓練効果確認  

消防用設備点検  （株 ）千 代田防災  ２回 （６・１２月 ）  

訓練実施日  

４／２６   ５／３０   ６／３０    ７／３１   ７／６   ８／３０     ９／２９     

１０／２６   １／６     ３／１２  

  ・福祉センターとの合同、消防署立ち合いの訓練、自衛消防訓練効果確認を実施しました。 

  ・簡単な非常食体験も実施しました。 

  ・水・非常食の入れ替えを進め、非常時の対応に備えました。 

  ・７／６東村山警察の講話 

 

８．地域との交流 

  ①地域の方との挨拶や・古紙回収活動など積極的に行い、日常的な関係を充実させ、利用者の

地域生活の円滑化を図る。 

  ②近隣の清掃作業「私達が暮らす街を綺麗にし、地域密着型のあきつの園」を目指す。 

  ③行事や講座を通じ、地域の方、商店、近隣小中学校などと交流を図り、施設の必要性、障害

理解を深めていく。 

  ④ホームページ・フェイスブック、を活用し、事業所の事だけではなく利用者についても可能

な限り取り上げ、理解に結び付けていく。また、既存の園便りを地域住民、商店などに配布

していく。 

  ⑤地域の方々等に園内備品の貸し出し、地域活動のお手伝い、施設内の場を提供し、文化活動

やサークル活動を園内活動に取り入れ、交流を深め、より良い相互扶助の関係を築く。 

  ・地域清掃、資源回収を行いながら、近隣との関わりを大切にしました。 

  ・ＨＰ，ＳＮＳ等を活用し、定期的に施設の情報発信をする事で少しずつ理解してもらいまし

た。 

  ・日常的な会話、交流を大切にし、市内イベントの運営、設置から参加することで地域の方々

の理解が構築出来ました。 

  ・施設開放行事、あきつの園祭りを実施し、地域の方々や団体に参加をしてもらいました。 

  ・地元自治会主催行事 ふるさとカーニバル（５／２８）  

             秋津福祉バザー（１１／２６） 



９．実習生の受け入れ 

①地域の支援学校等より積極的に実習を受け入れ、将来、就労の場を提供する。 

  ②在宅者等にも働きかけ、社会生活を送るための動機付けの機会とする。 

  ③大学、養成機関等の実習を受け入れ、福祉職員養成の一端を担う。 

  ④ボランティアの受け入れ、民生委員、福祉協力委員、学生の方々の協力を頂き、施設見学を

実施する。 

  ・定期的な利用者・職員実習生受け入れを行い、ボランティアも週に１回参加して、又、小中

学校の体験学習の受け入れ、学校への職員派遣を行い、障害理解に繋がりました。 

  ・施設行事で、民生委員、福祉協力委員等の協力も得られ、町内のイベントに積極的に参加し

ました。 

   

対   象  実習内容  期  間  人  数  

支援学校生徒  施設の日中活動体験  １９日  ２名  

大学生  介護体験  ５日 ×６回  ６名  

専門学校  保育実習  4 /17～2/28  ８名  

中学生 （第 二中学 ）  職場体験  ２日  ２名  

中学生 （第 五中学 ）  職場体験  ２日  ２名  

小学生 （秋 津東小学校 ５年生 ）  体験学習  ２日  ６１名  

東村山第６中学校（職員派遣） 地域に学ぶ会 １日  職員 ２名  

 

１０．保護者会、親の会との連携 

（１）保護者会・親の会 

  ①支援の充実を図るため、家族、親の会の方との情報交換を密に行う。 

  ②園の活動への理解を深めるため、月 1回の保護者会を行う。 

  ③講座などを組み入れ保護者の方への情報提供や気分転換の場を提供する。 

  ④家族で参加できる行事を行い、交流の場とする。 

  ⑤あきつの園便りを月１回配布し、園の活動状況を把握していただく。 

  ・年１２回、家庭との情報交換を密に行いました。 

  ・欠席の続く利用者の個別訪問も実施し、施設に通えるようアドバイス、関係機関との調整を

行いました。 

  ・行事担当者ごとに報告を行い、園の理解に努めましたが、担当者との個別の話し合いが出来

ず、次年度は再開したいです。 

 

１１．職員研修 

①一社会人としての知識・情報を得るため、他業種の研修や見学、交流などを行う。 

②積極的に自己啓発し、支援に活かす。 

  ③研修予定 

  ・法人内研修部会の定期的な開催を実施しました。 

  ・関係機関・民間企業主催の研修会へは、必要に応じて、担当ごとに参加し、報告会をしまし

た。 



  ・施設内研修報告会をその都度実施しました。 

研修内容 

研修名 実施日 主催 場所 参加者 

日中活動サービス事業所職

員研修 
６／１６ 

東京都立多摩総合精

神保健・研修 

多摩総合精神保健福

祉センター 
内田 

自閉症スペクトラム障害・

行動障害の理解と支援 
６／１ 

東京都社会福祉協議

会 

研究者英語センター

大会議室 
黒須 

改正個人情報保護法と業務

対応のポイント 
６／３０ 

社会福祉法人東京都

社会福祉協議会 

飯田橋セントラルプ

ラザ会議室 
徳田 

社会福祉法人の地域公益活

動に関する広報・情報発信

研修会 

７／１９ 

東京都社会福祉協議

会東京都地域公益活

動推進協議会 

飯田橋セントラルプ

ラザ会議室 
徳田 

社会福祉施設・病院等防火

安全対策連絡会 
６／６ 東京消防庁 

社福法人東京都同胞

援護会特別養護老人

ホームひかり苑 

小林 

平成２９年度就労支援セミ

ナー 
６／２７ 

東京労働局・都内ハロ

ーワーク 
新宿労働総合庁舎内 小嶋 

ＫＵＲＵＭＩＲＵ出品事業

所業務説明会 

７／１８ 

７／２０ 

ＫＵＲＵＭＩＲＵ運

営事務局 

東京都社会福祉保健

医療研修センター 
徳田 

初任者研修 ８／１・２ 

社会福祉法人東京都

社会福祉協議会東京

都福祉人材センター 

東京都社会福祉保健

医療研修センター 
内田 

労働基準法等に関する基礎

研修会 
１０／２５ 

社会福祉法人東京都

社会福祉協議会 

国立オリンピック記

念青少年総合センタ

ーカルチャー棟 

徳田 

職場適応援助者養成研修 

（本部研修） 

１０／１７

～２０ 

独立行政法人高齢・障

害・求職者雇用支援機

構 

サンポート高松会議

室 
小嶋 

職場適応援助者養成研修 

（地域研修） 

１１／６～

１０ 

独立行政法人高齢・障

害・求職者雇用支援機

構 

東京都障害者職業セ

ンター会議室 
小嶋 

第３回福祉新聞フォーラム 

社会福祉充実計画の実務 
９／２８ 福祉新聞社 東京ビックサイト 徳田 

強度行動障害支援者養成研

修（基礎研修） 

１１／９ 

１１／１３ 

公益財団法人東京都

福祉保健財団 

多摩永山情報教育セ

ンター講堂棟 
小林 

個別支援計画づくりを再考す

る 
１／２９ 

東京都障害者通所活

動施設職員研修会 

国立オリンピック記

念青少年総合センタ

ーカルチャー棟 

小林 

福祉事業者における権利擁

護・苦情対応研修 
２／１６ 

社会福祉法人東京都

社会福祉協議会 

東京都社会福祉保健

医療研修センター 
黒須 



食品の表示講習会 ２／２２ 多摩小平保健所 多摩小平保健所 徳田 

指定定着支援事業指定事務

説明会 
３／８ 

東京都福祉保健局障

害者施策推進部 

東京都社会福祉保健

医療研修センター 
徳田 

障害者総合支援法関係事業

者説明会（報酬改定等） 
３／２８ 

東京都福祉保健局障

害者施策推進部 

東京都社会福祉保健

医療研修センター 
徳田 

 

１２．会議 

種  目 回 数 内  容 

職員会議 １回／月 
施設内活動全般 

利用者状況・作業・行事等・事業計画全般 

評価会議 １回／月 

利用者の生産性・工賃等の見直し 

個別支援計画について 

別途年度末アセスメントのまとめ 

生産活動会議 １回／月 健康・衛生・地域・家庭生活・就労等 

ケース会議 １回／月 
利用者一人一人の個別の会議・月に３名 

現状把握・問題提起・保護者の意向等 

厨房会議 １回／月 
なごみの里・東京天竜との合同会議 

利用者の嗜好や食事のあり方等全般 

研修報告会 随  時 
個別参加の研修報告 

個々の研修報告、施設・利用者に反映 

 

１３．苦情解決、個人情報保護、権利擁護、セクシャルハラスメント防止 

・それぞれに規定を置き、利用者の権利を守り、満足の向上を図る。 

（１）苦情解決 

  ①法人の「利用者からの苦情解決実施要綱」に基づき、利用者の満足感の向上を図り、適切な

対応且つ、真摯に受け止め、密室化せず、円滑・円満な解決策を見いだし、再発防止に努め

る。 

（２）個人情報保護 

  ①法人の「個人情報保護規定」に基づき、利用者から調査を行い、誓約書を頂き、個人情報に

関する事は慎重に取り扱い、個人の権利利益を保護し、データの管理を適切且つ安全に行う。 

（３）権利擁護 

  ①利用者の人権を守り、法人内研修部会も通し、自主性・主体性を尊重した支援を行う。 

（４）セクシャルハラスメント防止 

  ①施設職員を男女１名ずつ配置し、防止・対応に当たる。 

・苦 情 ・・・０件   

・車 両 事故 ・・・０件  

・事 故 ・怪 我 ・・・１件  



（利 用 者 ・・室 外作 業中 に、転 倒 ・打 撲 し職員 と共 に通院 。家庭に状況説明 し謝 罪 。後 に

見舞金支払 う。）  

・利用者、保護者との日々の関係性を大切にし、大きな苦情の前に、相談で解決に至るようにしま

した。その都度、職員間で周知しました。 

 

苦情解決 

 氏名 連絡先 

責任者 德田文雄施設長 ０４２－３９２－４８００ 

担当者 黒須彩子主任支援員 ０４２－３９２－４８００ 

第三者委員 江幡房枝（民生委員） ０４２－３９２－４８００ 

 

セクシャルハラスメント 

 氏名 連絡先 

責任者 德田文雄施設長 ０４２－３９２－４８００ 

担当者（男性） 小林祐貴支援員 ０４２－３９２－４８００ 

担当者（女性） 井上祥奈支援員 ０４２－３９２－４８００ 

 

虐待防止 

 氏名 連絡先 

責任者 黒須彩子主任支援員 ０４２－３９２－４８００ 

担当者 小嶋啓介支援員 ０４２－３９２－４８００ 

 

１４．人 事考課  

目標管理  初回面接  ４・５月  

中間面接  ９・１０月  

期末面接  ３・４月  

振 り返 りシート  期末面接  ３・４月  

 

 


